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 要  旨 
  現在，ノート PCやスマートフォンの普及に伴い IEEE802.11規格を用いた無線
LANが広く普及している．無線 LAN通信はインフラストラクチャモードを基本として
おり，この時，1対 1の通信のために無線区間は 1ホップとなる．そのため， AP(Access 
Point)からの距離が離れることで通信速度の低下を招いたりする場合がある．そこ
で，APを複数設置し，AP同士が無線を中継する無線メッシュネットワーク技術の研
究が現在活発に行われている．無線メッシュネットワークとは，基地局などの集中制
御装置を経由すること無く，有線ネットワークまで隣接する APを無線で相互に直接
接続することにより，通信範囲の狭い無線 LANネットワークをメッシュ状に構築し，
通信範囲の拡大を可能とする． 
 しかし，IEEE802.11s では，無線チャネル資源が現在どの程度利用可能かどうかを把握できな
い問題があるため，無線ネットワーク資源を管理する仕組みが十分に機能していない．そこで，
本研究では無線通信の限られた資源をより有効活用するために，従来の IEEE802.11s の無線リン
クメトリックでは困難であった，無線チャネル資源の利用状況を簡易に明らかにする新たなメト
リックを提案する．IEEE802．11s で標準として実装されている無線リンクメトリックでは，フ
レームが無線リンクに送出され次ノードに届くまでのリンクの状態しか測定していない．MAC
層のキュー先頭にフレームがあれば，物理層へフレームが送られ，実際に送信されるまでの間，
プロトコルオーバヘッドによる，待機時間が存在するが，従来のメトリックではそれらの時間が
考慮されていない．よって，現在の IEEE802.11s では無線資源の管理ができず，通信品質の制御
を行うことが難しい．提案方式では，IEEE802.11s で無線リンク状況の指標の従来のメトリック
で考慮のされないプロトコルオーバヘッドの期間を簡易に考慮できる可能性のある待ち時間もリ
ンクメトリックとして用いる． 
本研究では、提案方式を，コンピュータシミュレーションを用いて提案方式の評価を行った．そ
の結果、提案方式のリンクメトリックが実際に無線チャネル消費時間把握の利用可能性が明らか
になった． 
 
